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広報すずか　令和5年(2023年)12月20日号

（　）内の数字は前月との比較です。

（　）内の数字は1月からの
累計とその前年との比較です。
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■印刷・制作／指定就労継続支援事業所　八野就労支援センター印刷係　　　　　　　  059-375-4381　　  059-340-8810

件　数/2件、うち建物1件（41件、25件減） 出動数/922件（10,622件、911件増）

人口/195,739人（14人増） 男性/97,869人（38人増） 女性/97,870人（24人減） 世帯数/89,162世帯（80世帯増）

事故数/543件、うち人身事故26件（5,256件、211件増） 死者数/0人（5人、4人減） 傷者数/32人（338人、21人増） 事故数などは暫定数です。

鈴鹿市からの
お知らせ（5分間）

7時50分
16時30分

月・水・金曜日
8時03分
17時30分

火・木曜日
7時54分
13時54分

土・日曜日

※パソコンからも聞けます。詳しくはSuzuka Voice FMのホームページで

78.3MHzラジオ広報すずか

　当地区は、国道23号をはさんで東西に
大きく分かれ、東側の「玉垣」と西側の
「桜島」の2つを合わせて「玉桜」と命名し、
協議会を立ち上げました。
　地域性の違いがあるものの、それぞれの
強みを生かしつつ、少子高齢化や子育て、
自然災害などの共通する課題について、協
力しながら解決に向けて取り組んでいます。
　私たちは、誰もが地域への愛情と誇りを
持ち、安全安心に暮らしていける地域の
実現を目指しています。

玉桜まちづくり協議会

地域づくり
Navi

地域のホットな情報をお届け
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Vol.24

玉桜地区
人口：24,453人※
玉桜地区
人口：24,453人※

※令和5年9月末日現在

●●
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この冊子は資源ごみの「新聞」に分別してください。

QRコードはデンソーウェーブの登録商標です。

さまざまな媒体で情報を発信しています

広報すずか
スマホ版

玉桜
まちづくり協議会

会長水野 克則さん
みず の　 かつ のり

協議会活動
Pick up!

#33 佐佐木信綱　鈴鹿出身の歌人・国文
学者で、万葉集の研究に
尽力し、歌学史に偉大な
功績を残した「佐佐木
信綱」を紹介しています。

　災害時の避難を想定し、子ども食堂
を兼ねて、カレーライスなどの炊き出し
訓練を実施しています。緊急時でも迅速
に対応できるように普段から訓練し、
地域全体で災害に備えています。

　小・中学校の児童・生徒・先生向け
に、鈴鹿警察の方を講師に招いて、自
転車事故防止のためのマナー講座を
開催しています。子どもたちの交通安
全意識の向上はもちろん、安全安心な
地域になるように取り組んでいます。

▲熱心に自転車マナーを学ぶ皆さん

▲カレーライスを楽しみに
待つ子どもたち

XX
（旧ツイッター）（旧ツイッター）

防災部の炊き出し訓練

自転車マナー講話


